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昭和 30 年頃の江東(古写真展示) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四ツ目通りの小名木川に架かる小名木川橋から東方向を見ています。古写真の左側には手前にコ

ンクリート製品工業所、精糖会社の工場がありました。現在はホームセンターとマンション等にな

っています。両岸は遊歩道（「塩の道」）が整備されています。 

また、古写真では遠方に貨物専用越中島支線の小名木川橋りょうが見られ、貨物列車が走ってい

るのが見えます。単線となり便数が減りましたが、頑張っています。なお、小名木川と横十間川が

合流する地点に小名木川クローバー橋が架かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 四ツ目通り  小名木川橋から 東方向を望む 

 

小名木川 北側護岸 東方向 現在 令和 4年 12月 11日撮影 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小名木川  北側護岸  東方向  現在・令和４年 12 月 11 日撮影 
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この鋼鉄製「萬年橋」(①)は、大正 12年(1923)関東大震災の復興橋梁として、昭和５年(1930)に再架

橋され現代に至ります。さらに、この地域が、景観重点地区指定された機会に、深川の文化・歴史・景

観に配慮してライトアップ対応を平成 21年(2009)に行いました(③・④)。 

 架橋の歴史は図(②)の様に古く、江戸初期の重要な水運路の小名木川に、隅田川より入口の処に、架けら

れました（現在より 20ｍほど隅田川方向）。一方幕府は近くに、船運行取り締まりの番所を設けました。 

古地図(⑤)には「元番処」や「元番所のはし」と残されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 小名木川に架橋された萬年橋 
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霊
れい

巖
がん

寺
じ

の前身は、雄
おう

誉
よ

霊
れい

巖
がん

上 人
しょうにん

によって現在の茅場
かやば

町
ちょう

あたりに建てられた草庵で、寛永
かんえい

元年

(1624)、幕府船手頭
ふなてがしら

向
むか

井
い

将
しょう

監
げん

忠
ただ

勝
かつ

の下屋敷地である隅田川中洲に本堂が創建された。霊巖寺は、寛

永５年（1628）に浄 土 宗
じょうどしゅう

関東十八壇
だん

林
りん

のひとつとなったが、明暦
めいれき

３年(1657)の大火で焼失し、翌年の

万
まん

治
じ

元年(1658)に深川の現在地を拝領して再建された。 ※檀林…僧侶の養成機関・学習所 

古写真は、昭和 20年(1945)の空襲で焼けた後、使われた建物、旧本堂である。現本堂が完成した昭和

56年(1981)以降は庫裏
く り

となったが、建て替えのため平成 4年(1992)に役目を終えて解体された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 霊 巖 寺 旧 本 堂 

 

現在の霊巌寺本堂 令和 4年 12月撮影 
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